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⑪ 琉球RKC (セメント系固化材)による路床改良施工例
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路床、路盤の設計・施工にあたっては、必要な土性を満足しない路床に遭遇した

場合、土量配分条件を検討した上で不良土を廃棄して良質な土に置換する方法が一

般に行われてきた。しかしそれに伴い、

1)道路建設に対して良質な土の入手難

2)切・盛土量のアンバランス

3)土捨場の確保難

4)環境保全面からの制約

等の問題が生じ、現地発生土を有効に再利用する必要性が以前にも増して要請され

ている。このような情勢に対処する方策として、セメント系固化材による土質安定

処理工法はその需要が高まっている。

本報告では、琉球RKC(セメント系固化材)による路床改良施工工事の概要、路床

改良設計等について紹介する D

石川バイパス道路建設工事地区では、在来路床の設計CBRが1.5と軟弱な路床であ

ることが判明したD 路床土の設計CBRが2未満の場合は、路床土の改善を図らなけれ

ばならないことから、改良材による路床の安定処理が計画された。ここでは、交通

区分や舗装厚構成等を考慮した上で設計CBR目標を8とした。施工に先立って実施し

た室内配合試験の結果から改良土のCBRを16と設計すれば、現場における琉球RKCの

添加量は80kg/がとなり、また改良厚を70cmとすれば、改良路床の合成層の設計CBR

は次式で求められる。

CBRII= {((t-20)CBRsl〆3+ 20 ((CBRs + CBRo) /2) 1〆3+ (100-t) CBRo 1〆3)/100}3

CBRII :安定処理した路床の平均CBR

CBRs :改良層のCBR

CBRo : 従来路床土のCBR
t :改良層厚 (crn)

CBRm= {((70-20) x 161/3+20X ((16+1. 5)/2)+1〆3(100-70) X 1. 5 ¥〆3)/100)3 

= 8.2 
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